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(57)【要約】
　本発明は、無線電力受信器に充電電力を送信する無線
電力送信器及び方法を提供する。その方法は、無線電力
受信器に、第１の時間情報及びロード変更情報を含む制
御信号を送信するステップと、第１の時間情報に対応す
る期間で無線電力受信器のロード変更を検出するステッ
プと、無線電力受信器の検出したロード変更が制御信号
に含まれたロード変更情報に対応する場合、無線電力受
信器が充電用として認証されると判定するステップとを
有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線電力受信器に充電電力を送信する無線電力送信器の制御方法であって、
　前記無線電力受信器に、第１の時間情報及びロード変更情報を含む制御信号を送信する
ステップと、
　前記第１の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロード変更を検出するステ
ップと、
　前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記制御信号に含まれたロード変更情報に
対応する場合、前記無線電力受信器が充電用として認証されると判定するステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記制御信号に含まれたロード変更情報に
対応しない場合、前記無線電力受信器が交差接続されると判定するステップをさらに有す
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ロード変更情報は、前記第１の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロ
ードスイッチをオフ状態からオン状態への変更を指示する情報を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御信号は、第２の時間情報をさらに含み、
　前記第１の時間情報に対応する期間が経過した後、前記第２の時間情報に対応する期間
で前記無線電力受信器のロード変更を検出するステップと、
　前記第２の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記
制御信号に含まれたロード変更情報に対応する場合、前記無線電力受信器が充電用として
認証されると判定するステップと、
　をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記
制御信号に含まれたロード変更情報に対応する場合、前記無線電力受信器が交差接続され
ると判定するステップをさらに有することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ロード変更情報は、前記第２の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロ
ードスイッチをオン状態からオフ状態への変更を指示する情報を含むことを特徴とする請
求項４に記載の方法。
【請求項７】
　無線電力受信器に充電電力を送信する無線電力送信器であって、
　前記無線電力受信器に第１の時間情報及びロード変更情報を含む制御信号を送信するよ
うに構成される通信部と、
　前記第１の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロード変更を検出し、前記
無線電力受信器の検出したロード変更が前記制御信号に含まれるロード変更情報に対応す
る場合、前記無線電力受信器が充電用として認証されると判定するように構成される制御
部と、
　前記充電用として認証された前記無線電力受信器に前記充電電力を印加するように構成
される電力送信部と、
　を含むことを特徴とする無線電力送信器。
【請求項８】
　前記制御部は、前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記制御信号に含まれたロ
ード変更情報に対応しない場合、前記無線電力受信器が交差接続されると判定するように
構成されることを特徴とする請求項７に記載の無線電力送信器。
【請求項９】
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　前記ロード変更情報は、前記第１の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロ
ードスイッチをオフ状態からオン状態への変更を指示する情報を含むことを特徴とする請
求項７に記載の無線電力送信器。
【請求項１０】
　前記制御信号は、第２の時間情報をさらに含み、
　前記制御部は、前記第１の時間情報に対応する期間が経過した後、前記第２の時間情報
に対応する期間で前記無線電力受信器のロード変更を検出し、前記第２の時間情報に対応
する期間で前記無線電力受信器の検出したロード変更が前記制御信号に含まれたロード変
更情報に対応する場合、前記無線電力受信器が充電用として認証されると判定するように
構成されることを特徴とする請求項７に記載の無線電力送信器。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記第２の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器の検出したロ
ード変更が前記制御信号に含まれたロード変更情報に対応する場合、前記無線電力受信器
が交差接続されると判定するように構成されることを特徴とする請求項１０に記載の無線
電力送信器。
【請求項１２】
　前記ロード変更情報は、前記第２の時間情報に対応する期間で前記無線電力受信器のロ
ードスイッチをオン状態からオフ状態への変更を指示する情報を含むことを特徴とする請
求項１０に記載の無線電力送信器。
【請求項１３】
　無線電力送信器から充電電力を受信する無線電力受信器の制御方法であって、
　前記無線電力送信器から第１の時間情報及びロード変更情報を含む制御信号を受信する
ステップと、
　前記第１の時間情報に対応する期間で前記ロード変更情報に従ってロード状態を変更す
るステップと、
　前記第１の時間情報に対応する期間が経過した後、前記ロード状態を変更以前の状態に
戻すステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記制御信号は、第２の時間情報をさらに含み、
　前記第１の時間情報に対応する期間が経過した後、前記第２の時間情報に対応する期間
で前記ロード変更情報に従ってロード状態を変更するステップと、
　前記第２の時間情報に対応する期間が経過した後、前記ロード状態を変更以前の状態に
戻すステップと、
　をさらに有することを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　無線電力送信器から充電電力を受信する無線電力受信器であって、
　前記無線電力送信器から第１の時間情報及びロード変更情報を含む制御信号を受信する
ように構成される通信部と、
　前記無線電力送信器から受信した前記充電電力で前記無線電力受信器を充電するように
構成される充電部と、
　前記充電部の接続状態をオン又はオフ状態にスイッチングするように構成されるロード
スイッチ部と、
　前記ロード変更情報に基づき、前記第１の時間情報に対応する期間で前記ロードスイッ
チがオン状態に変更されるように制御する制御部と、
　を含むことを特徴とする無線電力受信器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線電力送信器及び無線電力受信器、及びその制御方法に関するもので、よ
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り詳細には、所定の方式で通信を遂行することができる無線電力送信器と無線電力受信器
、及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、ＰＤＡ(Personal　Digital　Assistants)のような移動端末は、再充電が可
能なバッテリーで駆動される。一般的に、移動端末のバッテリーは、別途の充電装置を用
いて電気エネルギーを供給して充電される。例えば、別途の接触端子は、充電装置とバッ
テリーを相互に電気的に接続する。
【０００３】
　しかしながら、接触端子は、外部に突出されているため、異物により汚染され、あるい
は湿気により損傷されることによって、充電が正しく遂行されないという問題があった。
　このような問題を解決するために、最近では無線充電(又は無接触充電)技術が開発され
ている。
【０００４】
　このような無線充電技術は、無線電力送受信を使用する。例えば、無線充電は、携帯電
話又はバッテリーを別途の充電コネクタに接続せずに、バッテリーを単に充電パッドの上
に置いた場合に自動で充電されるシステムに使用される。
【０００５】
　一般に、無線充電技術は、コイルを用いる電磁誘導方式、共鳴(resonance)を用いる共
振方式、又は電気エネルギーをマイクロ波に変換させて伝達するＲＦ(Radio Frequency)/
マイクロ波放射方式を活用する。
【０００６】
　電磁誘導による電力伝送は、１次コイルと２次コイルとの間の電力を伝送する。より具
体的には、１次コイルに磁石を接近させる場合、誘導電流が発生する。送信側は、この誘
導電流を用いて磁場を発生させ、受信側は、磁場の変化に従って誘導電流を通じてエネル
ギーを生成する。このような現状は、磁気誘導と称され、磁気誘導を用いる電力伝送方法
は、高いエネルギー送信効率を有する。
【０００７】
　共振方式による電力送信は、結合モード(coupled　mode)理論に基づき、充電装置と数
メートル離れているデバイスのバッテリーを充電することができる。より詳細には、共鳴
音の代わりに電子エネルギーを含む電磁波が共鳴される。この共鳴される電気エネルギー
は、対応する共振周波数を有するデバイスに直接に伝送される。したがって、使用されな
い電気エネルギーは、空気中に広がる代わりに、電磁場に再吸収される。その結果、この
共振方式の電気エネルギーは、他の電磁波とは異なって、周辺の機械又は人には影響しな
い。
【０００８】
　無線電力送信器及び無線電力受信器は、多様な方式、例えばＺｉｇ-Ｂｅｅ（登録商標
）方式又はブルートゥース（登録商標）低エネルギー方式で通信することができる。Ｚｉ
ｇ-Ｂｅｅ（登録商標）方式又はブルートゥース（登録商標）低エネルギー方式のような
アウトバンド方式によって、通信の有効距離が増加する。それによって、無線電力送信器
及び無線電力受信器が比較的遠い距離に相互に位置される場合でも、無線電力送信器及び
無線電力受信器は、通信を遂行することができる。すなわち、無線電力送信器は、無線電
力が一般的に送信できない距離より遠く位置しても、無線電力受信器と通信を遂行するこ
とができる。
【０００９】
　図１は、交差接続を示す概念図である。
　図１を参照すると、第１の無線電力受信器ＲＸ１は、第１の無線電力送信器ＴＸ１の近
くに位置され、第２の無線電力受信器ＲＸ２は第２の無線電力送信器ＴＸ２の近くに位置
される。第１の無線電力送信器ＴＸ１は、第１の無線電力受信器ＲＸ１に電力を送信し、
第２の無線電力送信器ＴＸ２は、第２の無線電力受信器ＲＸ２に電力を送信する。それに
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よって、第１の無線電力送信器ＴＸ１は、第１の無線電力受信器ＲＸ１と通信し、第２の
無線電力送信器ＴＸ２は、第２の無線電力受信器ＲＸ２と通信する。
【００１０】
　しかしながら、第１の無線電力受信器ＲＸ１が第１の無線電力送信器ＴＸ１から離れる
場合、第１の無線電力受信器ＲＸ１は、第２の無線電力送信器ＴＸ２により制御される無
線電力ネットワークに加入できる。同様に、第２の無線電力受信器ＲＸ２が第２の無線電
力送信器ＴＸ２から離れる場合、第２の無線電力受信器ＲＸ２は、第１の無線電力送信器
ＴＸ１により制御される無線電力ネットワークに加入できる。これを交差接続(cross-con
nection)と称される。
【００１１】
　交差接続の間に、第１の無線電力送信器ＴＸ１が第１の無線電力受信器ＲＸ１が要求す
る電力でなく、第２の無線電力受信器ＲＸ２により要求される電力を送信するという問題
が発生する。例えば、第２の無線電力受信器ＲＸ２の容量が第１の無線電力受信器ＲＸ１
の容量より大きい場合には、第１の無線電力受信器ＲＸ１に過用量が印加される問題があ
った。
【００１２】
　さらに、第２の無線電力受信器ＲＸ２の容量が第１の無線電力受信器ＲＸ１の容量より
小さい場合、第１の無線電力受信器ＲＸ１が充電容量以下の電力を受信するという問題点
を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明は上記のような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、
その目的は、交差接続の問題を解決するためのものであって、交差接続される無線電力受
信器を除外した無線電力送信器及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、無線電力受信器に充電
電力を送信する無線電力送信器の制御方法が提供される。その方法は、無線電力受信器に
、第１の時間情報及びロード変更情報を含む制御信号を送信するステップと、第１の時間
情報に対応する期間で無線電力受信器のロード変更を検出するステップと、無線電力受信
器の検出したロード変更が制御信号に含まれたロード変更情報に対応する場合、無線電力
受信器が充電用として認証されると判定するステップとを有する。
【００１５】
　本発明の他の態様によれば、無線電力受信器に充電電力を送信する無線電力送信器が提
供される。その無線電力送信器は、無線電力受信器に第１の時間情報及びロード変更情報
を含む制御信号を送信するように構成される通信部と、第１の時間情報に対応する期間で
無線電力受信器のロード変更を検出し、無線電力受信器の検出したロード変更が制御信号
に含まれるロード変更情報に対応する場合、無線電力受信器が充電用として認証されると
判定するように構成される制御部と、充電用として認証された無線電力受信器に充電電力
を印加するように構成される電力送信部とを含む。
【００１６】
　また、本発明の他の態様によれば、無線電力送信器から充電電力を受信する無線電力受
信器の制御方法が提供される。その方法は、無線電力送信器から第１の時間情報及びロー
ド変更情報を含む制御信号を受信するステップと、第１の時間情報に対応する期間でロー
ド変更情報に従ってロード状態を変更するステップと、第１の時間情報に対応する期間が
経過した後、ロード状態を変更以前の状態に戻すステップとを有する。
【００１７】
　さらに、本発明の他の態様によれば、無線電力送信器から充電電力を受信する無線電力
受信器が提供される。その無線電力受信器は、無線電力送信器から第１の時間情報及びロ
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ード変更情報を含む制御信号を受信するように構成される通信部と、無線電力送信器から
受信した充電電力で無線電力受信器を充電するように構成される充電部と、充電部の接続
状態をオン又はオフ状態にスイッチングするように構成されるロードスイッチ部と、ロー
ド変更情報に基づき、第１の時間情報に対応する期間でロードスイッチがオン状態に変更
されるように制御する制御部とを含む。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、無線電力送信器に位置した無線電力受信器が他の無線電力送信器に接続され
、充電電力が受信される多くの問題点を解決することができる。
　本発明による実施形態の上記及び他の態様、特徴、及び利点は、添付の図面と共に述べ
る以下の詳細な説明から、一層明らかになるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】交差接続を説明するための概念図である。
【図２】本発明の一実施形態による無線充電システムの動作を示す図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態による無線電力送信器及び無線電力受信器を示す図である
。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態による無線電力受信器を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による無線電力送信器の制御方法を示すフローチャートであ
る。
【図５】本発明の一実施形態による無線電力送信器の制御方法を示すフローチャートであ
る。
【図６】本発明の一実施形態による無線電力送信器及び無線電力受信器の充電プロセスを
示す信号フロー図である。
【図７Ａ】交差接続シナリオを示す図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態による充電プロセスを示す信号フロー図である。
【図８Ａ】交差接続シナリオを示す図である。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態による充電プロセスを示す信号フロー図である。
【図９】本発明の一実施形態により、無線電力送信器と無線電力受信器との間のシグナリ
ングを示す信号フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２１】
　次の説明において、具体的な構成及び構成要素のような特定詳細は、ただ本発明の実施
形態の全般的な理解を助けるために提供されるだけである。したがって、本発明の範囲及
び趣旨を逸脱することなく、以下に説明される本発明の様々な変形及び変更が可能である
ことは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかである。なお、公知の機能
または構成に関する具体的な説明は、明瞭性と簡潔性のために省略する。
【００２２】
　図２は、本発明の一実施形態による無線充電システムの動作を示す。
　図２を参照すると、無線充電システムは、無線電力送信器１００及び複数の無線電力受
信器、例えば無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎを含む。
【００２３】
　無線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎに無線で
各々電力１-１，１-２，１-ｎを送信する。より詳細には、無線電力送信器１００は、認
証された無線電力受信器に無線で電力１-１，１-２，１-ｎを送信する。
【００２４】
　無線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎと電気的
接続を形成する。例えば、無線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-
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２，１１０-ｎに電磁波形態の無線電力を送信する。
【００２５】
　無線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎと双方向
通信を遂行する。ここで、無線電力送信器１００及び無線電力受信器１１０-１，１１０-
２，１１０-ｎは、所定のフレームを含むパケット２-１，２-２，２-ｎを処理、送受信、
及び/又は受信する。このフレームについて、より詳細に後述する。例えば、無線電力受
信器は、移動通信端末、ＰＤＡ、ＰＭＰ(Peronal Media Player)、スマートフォンで実現
することができる。
【００２６】
　無線電力送信器１００は、複数の無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎに
無線で電力を提供する。例えば、無線電力送信器１００は、共振方式を通じて複数の無線
電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎに電力を伝送する。共振方式を用いて、無
線電力送信器１００と複数の無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎとの間の
距離は、望ましくは３０ｍ以下である。しかしながら、無線電力送信器１００が電磁誘導
方式を使用する場合、無線電力送信器１００と複数の無線電力受信器１１０-１，１１０-
２，１１０-ｎとの間の距離は、望ましくは１０ｃｍ以下であり得る。
【００２７】
　無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎは、無線電力送信器１００から無線
電力を受信して内部のバッテリーを充電する。さらに、無線電力受信器１１０-１，１１
０-２，１１０-ｎは、各々無線電力伝送を要求する信号、無線電力受信に必要な情報、無
線電力受信器の状態情報、及び/又は無線電力送信器１００の制御情報を無線電力送信器
１００に送信する。
　また、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎは、各々充電状態を表すメッ
セージを無線電力送信器１００に送信する。
【００２８】
　無線電力送信器１００は、ディスプレイを含み、無線電力受信器１１０-１，１１０-２
，１１０-ｎの各々から受信したメッセージに基づいて無線電力受信器１１０-１，１１０
-２，１１０-ｎのそれぞれの状態を表示する。さらに、無線電力送信器１００は、無線電
力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎに関連した充電時間を表示する。例えば、無
線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎの各々に対し
て充電完了の予想時間も表示することができる。
【００２９】
　無線電力送信器１００は、無線電力受信器１１０-１，１１０-２，１１０-ｎの各々に
無線充電機能をディスエーブルする制御信号を送信する。無線電力送信器１００から受信
した無線充電機能のディスエーブルされる制御信号を有する無線電力受信器１１０-１，
１１０-２，１１０-ｎは、無線充電機能をディスエーブルする。
【００３０】
　図３Ａは、本発明の一実施形態による無線電力送信器及び無線電力受信器を示す。　
　図３Ａを参照すると、無線電力送信器２００は、電力送信部２１１、制御部２１２、及
び通信部２１３を含む。また、無線電力受信器２５０は、電力受信部２５１、制御部２５
２、及び通信部２５３を含む。
【００３１】
　電力送信部２１１は、無線電力送信器２００により要求される電力を提供し、無線で無
線電力受信器２５０に電力を提供する。例えば、電力送信部２１１は、交流電流(ＡＣ)波
形で、例えば電気コンセントから電力を受信する場合、電力がＡＣ波形タイプで直接供給
される。しかしながら、電力送信部２１１が直流(ＤＣ)波形で電力を受信する場合、受信
したＤＣ波形の電力を変換してＡＣ波形のタイプで供給する。
【００３２】
　例えば、電力送信部２１１は、無線電力送信器２００に含まれたバッテリーの形態で実
現され、すなわち無線電力送信器２００の構成要素として、バッテリーの一部、あるいは
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電力受信インターフェースの形態で実現され、電気コンセントのようなバッテリー又は他
のソースから電力を受信する。電力送信部２１１が一定のＡＣ波形タイプの電力を提供す
るものであれば、その構造に制限がないことは、当該技術分野における通常の知識を持つ
者には容易に理解できることである。
【００３３】
　さらに、電力送信部２１１は、ＡＣ波形を電磁波で無線電力受信器２５０に提供する。
電力送信部２１１は、電磁波を送受信するためにループコイルを含んでもよい。電力送信
部２１１がループコイルで実現される場合、ループコイルのインダクタンスＬは、変更さ
れ得る。電力送信部２１１は、電磁波を送受信できる限り、本発明の実施形態に限定され
ず、変更可能であることは、当業者には明らかなことである。
【００３４】
　制御部２１２は、例えば、格納部(図示せず)から読み取るアルゴリズム、プログラム、
又はアプリケーションを用いて、無線電力送信器２００の動作全体を制御する。制御部２
１２は、ＣＰＵ、マイクロプロセッサ、又はミニコンピュータの形態で実現することがで
きる。
【００３５】
　通信部２１３は、無線電力受信器２５０と通信する。例えば、通信部２１３は、無線電
力受信器２５０の通信部２５３とＮＦＣ(Near　Field　Communication)、ＺｉｇＢｅｅ（
登録商標）通信、赤外線通信、可視光線通信などを用いて通信することができる。ここで
、通信部２１３は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４のＺｉｇＢｅｅ（登録商標）通信方式を使
用して通信を遂行し、ＣＳＭＡ/ＣＡ(Carrier Sense Multiple Acces　with a Collision
 Avoidance)アルゴリズムを使用すると仮定するが、本発明はここに限定されるものでは
ない。
【００３６】
　通信部２１３は、無線電力送信器２００に関する情報を含む信号を送信する。例えば、
通信部２１３は、信号をユニキャスト、マルチキャスト、又はブロードキャストする。
【００３７】
　＜表１＞は、本発明の一実施形態による無線電力送信器２００から送信される信号、す
なわち通知信号のフレームデータ構造を示す。ここで、無線電力送信器２００は、通知信
号を周期的に送信する。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　＜表１＞において、フレームタイプフィールドは、上記フレーム、すなわち通知信号フ
レームのタイプを示す。プロトコルバージョンフィールドは、プロトコルのタイプを示し
、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。シーケンス番号フィールドは、該当フレームの順次
的な順序を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。例えば、シーケンス番号は、各信
号の送受信ステップに対して１ずつ増加する。
【００４０】
　ネットワークＩＤ(IDentifier)フィールドは、無線電力送信器２００のネットワークＩ
Ｄを示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。報告するＲＸ(RX to Report)(スケジュ
ールマスク)フィールドは、無線電力送信器２００にレポートを提供するための無線電力
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受信器を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。
　＜表２＞は、本発明の一実施形態による報告するＲＸ(スケジュールマスク)フィールド
を示す。
【００４１】
【表２】

【００４２】
　＜表２＞において、Ｒｘ１～Ｒｘ８は、各々第１～第８の無線電力受信器に対応する。
報告するＲＸ(スケジュールマスク)フィールドは、スケジュールマスクの番号が１を有す
る無線電力受信器がレポートを提供するように実現される。
【００４３】
　＜表１＞を更に参照すると、予備フィールドは、以後の使用のために予備され、例えば
５ｂｙｔｅが割り当てられる。Ｒｘ番号フィールドは、無線電力送信器２００の近くに位
置した無線電力受信器の個数を示し、例えば３ｂｉｔが割り当てられる。
【００４４】
　＜表１＞に示したフレームタイプの信号は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４形式のデータ構
造のＷＰＴ(Wireless Power Transmission)に割り当てられることができる。
　＜表３＞は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４のデータ構造である。
【００４５】

【表３】

【００４６】
　＜表３＞に示すように、ＩＥＥＥ８０２．１５．４のデータ構造は、プリアンブル、Ｓ
ＦＤ(Start Frame Delimiter)、フレーム長、ＷＰＴ、及びＣＲＣ(Cyclic Redundancey C
heck)１６フィールドを含む。例えば、＜表１＞に示したデータ構造は、＜表３＞に示す
ＷＰＴフィールドに含まれ得る。
【００４７】
　通信部２１３は、無線電力受信器２５０から電力情報を受信する。例えば、電力情報は
、無線電力受信器２５０の容量、バッテリーの残量、充電回数、使用量、バッテリー容量
、及びバッテリー比率のうち少なくともいずれか一つを含むことができる。さらに、通信
部２１３は、無線電力受信器２５０の充電機能を制御する充電機能制御信号を送信する。
充電機能制御信号は、特定の無線電力受信器２５０の電力受信部２５１を制御して充電機
能をイネーブル又はディスエーブルさせる制御信号である。
【００４８】
　通信部２１３は、無線電力受信器２５０だけでなく、他の無線電力送信器(図示せず)か
らの信号を受信することができる。例えば、通信部２１３は、他の無線電力送信器から＜
表１＞の通知信号を受信することができる。
【００４９】
　図３Ａは異なるハードウェア要素として電力送信部２１１及び通信部２１３を示すが、
電力送信部２１１及び通信部２１３は、一つのハードウェア構造で実現され得る。
【００５０】
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　無線電力送信器２００及び無線電力受信器２５０は、多様なタイプの信号を送受信する
。それによって、無線電力受信器２５０は、無線電力送信器２００により制御される無線
電力ネットワークに加入し、無線電力送受信を通じる充電プロセスが遂行される。
　図３Ｂは、本発明の一実施形態による無線電力受信器を示す。特に、図３Ｂは、図３Ａ
に示した無線電力受信器２５０のより詳細な説明を示す。
【００５１】
　図３Ｂを参照すると、無線電力受信器２５０は、電力受信部２５１、制御部２５２、通
信部２５３、整流部２５４、ＤＣ/ＤＣコンバータ２５５、スイッチング部２５６、及び
充電部２５７を含む。
　電力受信部２５１、制御部２５２、及び通信部２５３に関する説明は、図３Ａを参照し
て説明したので、ここではこれら各々に関する説明を省略する。
【００５２】
　図３Ｂを参照すると、整流部２５４は、電力受信部２５１から受信される無線電力をＤ
Ｃ電力に整流し、例えばブリッジダイオード形態で実現することができる。ＤＣ/ＤＣコ
ンバータ２５５は、整流された電力を所定の利得に変換する。例えば、ＤＣ/ＤＣコンバ
ータ２５５は、出力端２５９の電圧が５Ｖとなるように整流された電力を変換する。ＤＣ
/ＤＣコンバータ２５５の前端２５８に印加される電圧の最小値及び最大値が予め設定さ
れ、上記の情報は、後述する加入要求信号の最小入力電圧フィールド及び最大入力電圧フ
ィールドに記録される。ＤＣ/ＤＣコンバータ２５５の後端２５９に印加される定格電圧
及びフローされる定格電流は、加入要求信号の出力電圧フィールド及び出力電流フィール
ドに含まれる。
【００５３】
　スイッチング部２５６は、ＤＣ/ＤＣコンバータ２５５及び充電部２５７に接続される
。スイッチング部２５６は、制御部２５２の制御に従ってオン/オフ状態を維持する。
　充電部２５７は、スイッチング部２５６がオン状態である場合にＤＣ/ＤＣコンバータ
２５５から受信される変換された電力を格納する。
【００５４】
　通信部２５３は、充電を開始するための命令信号を受信する。制御部２５２は、受信さ
れた命令信号に基づいて、所定時点でスイッチング部２５６をオン状態に維持するように
制御する。
【００５５】
　図４は、本発明の一実施形態による無線電力送信器の制御方法を示す。
　図４を参照すると、無線電力送信器は、ステップＳ４０１で、無線電力受信器から無線
電力送信器サーチ信号(以下、‘サーチ信号’と称する)を受信する。例えば、サーチ信号
は、下記の＜表４＞のようなデータ構造を有する。
【００５６】
【表４】

【００５７】
　＜表４＞において、フレームタイプフィールドは、フレーム、すなわちサーチフレーム
のタイプを示す。プロトコルバージョンフィールドは、通信方式のプロトコルのタイプを
示し、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。シーケンス番号フィールドは、該当信号の順次
的な順序を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。例えば、シーケンス番号は、各信
号の送受信ステップに対して１ずつ増加する。すなわち、＜表１＞の通知信号のシーケン
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ス番号が１である場合、＜表４＞のサーチ信号のシーケンス番号は２であり得る。
【００５８】
　製造社ＩＤフィールドは、無線電力受信器の製造社情報を示し、例えば１ｂｙｔｅが割
り当てられる。プロダクトＩＤフィールドは、無線電力受信器の製品情報を示し、例えば
無線電力受信器のシリアルナンバー情報を含む。プロダクトＩＤフィールドは、例えば４
ｂｙｔｅが割り当てられる。インピーダンスフィールドは、無線電力受信器のインピーダ
ンス情報を示し、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。クラスフィールドは、無線電力受信
器の定格電力情報を示し、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。
【００５９】
　ステップＳ４０３において、無線電力送信器は、ロード変更があるか否かをを検出する
。ロード変更があると判定される場合、すなわち送信したサーチ信号を有する無線電力受
信器が無線電力送信器上に配置される場合、無線電力送信器は、ステップＳ４０５で、対
応する無線電力受信器を無線電力ネットワークに加入させるプロセスを遂行する。
【００６０】
　しかしながら、ステップＳ４０３でロード変更が検出されない場合、すなわち送信した
サーチ信号を有する無線電力受信器が、無線電力送信器上に配置されない場合、無線電力
送信器は、ステップＳ４０７で、対応する無線電力受信器を無線電力ネットワークから排
除させる。
【００６１】
　基本的に、無線電力受信器が無線電力送信器に配置される場合、無線電力送信器の一地
点でのロード又はインピーダンスが変更される。しかしながら、無線電力受信器が他の無
線電力送信器に配置される場合、無線電力送信器の一地点でのロード又はインピーダンス
は変更されない。したがって、無線電力送信器は、サーチ信号が受信された後に、無線電
力受信器が無線電力送信器上に配置されるか、あるいは他の無線電力送信器上に配置され
るか否かをロード変更の検出により判定できる。
　図５は、本発明の一実施形態による無線電力送信器の制御方法を示すフローチャートで
ある。
　図５を参照すると、無線電力送信器は、ステップＳ５０１で、例えば、無線電力受信器
から＜表１＞に示すようなデータ構造を有するサーチ信号を受信する。
【００６２】
　ステップＳ５０３において、無線電力送信器は、対応する無線電力受信器を無線電力送
信器により制御される無線電力ネットワークに加入させ、加入された無線電力受信器に充
電電力を印加する。
【００６３】
　ステップ５０５において、無線電力送信器は、無線電力受信器に対してロードスイッチ
をオン状態にスイッチングするように制御するロードスイッチオン制御命令を送信する。
例えば、ロードスイッチは、図３Ｂに示したように、充電部に接続され得る。
【００６４】
　ステップＳ５０７において、無線電力送信器は、ロード変更があるか否かをモニタリン
グする。ロードスイッチがオン状態にあるように制御される場合、ロードは、無線電力受
信器に接続され、無線電力送信器の一地点でのロード値は変更され得る。
【００６５】
　ステップ５０９で無線電力送信器がロード変更を検出する場合、無線電力送信器は、無
線電力受信器が無線電力送信器上に配置されることを確認し、ステップＳ５１１で無線電
力受信器を継続して充電する。しかしながら、無線電力受信器が異なる無線電力送信器上
に配置される場合、すなわち無線電力送信器がステップＳ５０９でロード変更を検出しな
い場合、無線電力送信器は、ステップＳ５１３で、無線電力受信器が他の無線電力送信器
上に配置されることを確認し、無線電力受信器に対する充電を中断する。
【００６６】
　例えば、無線電力送信器は、無線電力ネットワークから無線電力受信器を排除してもよ
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い。あるいは、無線電力送信器は、ネットワーク除外メッセージを無線電力受信器に送信
し、その後に無線電力受信器は、ネットワーク除外メッセージに基づいて無線電力ネット
ワークから除外してもよい。
【００６７】
　例えば、無線電力送信器が他の無線電力受信器に充電電力を印加している場合、無線電
力送信器は、除外される無線電力受信器に対する充電電力のみを減少させ、他の無線電力
受信器に対する充電電力は維持する。
【００６８】
　図６は、本発明の一実施形態による無線電力送信器及び無線電力受信器の充電プロセス
を示す信号フロー図である。
　図６を参照すると、第１の無線電力送信器６０１及び第２の無線電力送信器６０２は、
電力供給に使用可能であり、無線電力受信器６０３は、第１の無線電力送信器６０１上に
配置される。さらに、無線電力受信器６０３は、第１の無線電力送信器６０１と第２の無
線電力送信器６０２両方から通信可能な距離に位置される。また、第１の無線電力送信器
６０１及び第２の無線電力送信器６０２は、両方とも無線電力受信器６０３の位置による
ロード変更を検出できる。
【００６９】
　第１の無線電力送信器６０１は、無線電力受信器６０３を検出するための検出電力６１
１，６１４を周期的又は非周期的に印加する。第２の無線電力送信器６０２は、無線電力
受信器６０３を検出するための検出電力６１２，６１５を周期的又は非周期的に印加する
。検出電力は、第１の無線電力送信器６０１又は第２の無線電力送信器６０２により無線
電力受信器６０３を検出するために印加される電力である。
【００７０】
　上記したように、無線電力受信器６０３が無線電力送信器のうちいずれか一つに配置さ
れる場合、対応する無線電力送信器の一地点でのロード又はインピーダンスが変更される
。第１の無線電力送信器６０１又は第２の無線電力送信器６０２は、検出電力を印加しつ
つ、検出電力に基づいて一地点でのロード変更を検出する。
　ステップ６１３において、ユーザーは、第１の無線電力受信器６０３を第１の無線電力
送信器６０１上に配置する。
【００７１】
　第１の無線電力送信器６０１は、検出電力６１４を印加するプロセスでロード変更を検
出する。その後、第１の無線電力送信器６０１は、検出電力６１４の印加を中断し、駆動
電力６１６を印加する。
【００７２】
　第２の無線電力送信器６０２は、検出電力６１５を印加するプロセスでロード変更を検
出する。以後、第２の無線電力送信器６０２は、検出電力６１５の印加を中断し、駆動電
力６１７を印加する。ここで、駆動電力は、無線電力受信器６０３の制御部又はＭＣＵ(M
icro Control Unit)を駆動するための電力量、あるいは制御部又はＭＣＵの駆動、及び通
信モジュールの動作のための電力量を有することができる。
【００７３】
　ステップ６１９において、無線電力受信器６０３は、印加される駆動電力６１６又は６
１７に基づき、例えば、＜表１＞に示しようにサーチ信号を送信する。例えば、無線電力
受信器は、マルチキャスト又はブロードキャスト技術に基づいてサーチ信号を送信する。
それによって、第１の無線電力送信器６０１と第２の無線電力送信器６０２の両方は、ス
テップ６１９，６２１で、各々サーチ信号を受信する。
【００７４】
　ステップ６２０において、第１の無線電力送信器６０１は、受信されたサーチ信号に基
づいて、無線電力送信器サーチ応答信号を無線電力受信器６０３に送信する。同様、ステ
ップ６２２で、第２の無線電力送信器６０２は、受信されたサーチ信号に基づいて、無線
電力送信器サーチ応答信号を無線電力受信器６０３に送信する。例えば、無線電力送信器
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サーチ応答信号は、下記の＜表５＞に示すようなデータ構造を有し、以下、応答サーチ信
号と称する。
【００７５】
【表５】

【００７６】
　＜表５＞において、フレームタイプフィールドは、上記フレーム、すなわち応答サーチ
信号フレームのタイプを示す。予備フィールドは、以後の利用のために予備され、例えば
４ｂｉｔが割り当てられる。シーケンス番号フィールドは、該当信号の順次的な順序を示
し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。例えば、シーケンス番号は、各信号の送受信ス
テップに対して１ずつ増加する。
　ネットワークＩＤフィールドは、無線電力送信器のネットワークＩＤを示し、例えば１
ｂｙｔｅが割り当てられる。
【００７７】
　ステップ６２３において、無線電力受信器６０３は、受信された応答サーチ信号のＲＳ
ＳＩ(Received Signal Strength Indicator)又はエネルギーレベルを比較して、第１の無
線電力送信器６０１及び第２の無線電力送信器６０２のうち加入を遂行する無線電力送信
器を判定する。例えば、無線電力受信器６０３は、第２の無線電力送信器６０２を、加入
を遂行する無線電力送信器として決定する。
【００７８】
　ステップ６２４において、無線電力受信器６０３は、第２の無線電力送信器６０２に加
入要求信号を送信する。加入要求信号は、無線電力受信器６０３と第２の無線電力送信器
６０２との間の通信を設定するための信号であるので、通信要求信号と称される。加入要
求信号は、以下に、要求加入信号とも称され、＜表６＞に示すようにデータ構造を有する
。
【００７９】

【表６】

【００８０】
　＜表６＞において、フレームタイプフィールドは、上記信号、すなわち要求加入フレー
ムを示す。予備フィールドは、以後の利用のために予備され、例えば４ｂｉｔが割り当て
られる。シーケンス番号フィールドは、該当信号の順次的な順序を示し、例えば１ｂｙｔ
ｅが割り当てられる。例えば、シーケンス番号は、各信号の送受信ステップに対して１ず
つ増加する。
【００８１】
　ネットワークＩＤフィールドは、無線電力送信器のネットワークＩＤを示し、例えば１
ｂｙｔｅが割り当てられる。プロダクトＩＤフィールドは、無線電力受信器の製品情報を
示し、例えば無線電力受信器のシリアルナンバー情報を含む。最小入力電圧フィールドは
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、無線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバータ(図示せず）の前端に印加される最小電圧値を示
し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。最大入力電圧フィールドは、無線電力受信器の
ＤＣ/ＤＣインバータ(図示せず）の前端に印加される最大電圧値を示し、例えば１ｂｙｔ
ｅが割り当てられる。一般の出力電圧フィールドは、無線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバ
ータ(図示せず）の後端に印加される定格電圧値を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てら
れる。一般の出力電流フィールドは、無線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバータ(図示せず）
の後端にフローされる定格電流値を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。
【００８２】
　第２の無線電力送信器６０２は、要求加入信号に基づいて無線電力受信器と通信を設定
するか否かを判定する。まず、第２の無線電力送信器６０２は、加入要求信号の信号強さ
、例えばＲＳＳＩ値に基づいて通信を設定するか否かを判定する。受信された加入要求信
号のＲＳＳＩ値が所定のしきい値より大きい場合には、第２の無線電力送信器６０２は、
通信を設定すると判定する。しかしながら、受信された加入要求信号のＲＳＳＩ値が所定
のしきい値以下である場合、第２の無線電力送信器６０２は、通信を設定しないと判定す
る。
【００８３】
　一方、第２の無線電力送信器６０２は、加入要求信号のＩＤを確認して通信を設定する
か否かを判定する。＜表６＞に示されていないが、加入要求信号は、無線電力受信器のＩ
Ｄをさらに含むことができる。第２の無線電力送信器６０２は、無線電力受信器のＩＤを
確認し、確認したＩＤが無線電力を送信するように許可されるか否かを判定する。このＩ
Ｄが無線電力を送信するように許可される場合、第２の無線電力送信器６０２は、無線電
力受信器と通信を設定すると判定する。
　第２の無線電力送信器６０２は、ステップ６２５で、受信された加入要求信号に対応し
て加入応答信号を送信する。
　例えば、加入応答信号は、＜表７＞に示すようなデータ構造を有する。
【００８４】
【表７】

【００８５】
　＜表７＞において、フレームタイプフィールドは、該当フレームが加入応答信号である
フレームタイプを示す。予備フィールドは、以後の使用のために予備され、例えば４ｂｉ
ｔが割り当てられる。シーケンス番号フィールドは、該当信号の順次的な順序を示し、例
えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。例えば、シーケンス番号は、各信号の送受信ステップ
に対して１ずつ増加する。
【００８６】
　ネットワークＩＤフィールドは、無線電力送信器のネットワークＩＤを示し、例えば１
ｂｙｔｅが割り当てられる。許可(permission)フィールドは、無線電力受信器が無線電力
ネットワークに加入されるか否かを示し、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。例えば、許
可フィールドが１を示す場合、無線電力受信器は無線電力ネットワークに加入するように
許可する場合、及び許可フィールドが０を示す場合には、無線電力受信器は、無線電力ネ
ットワークに加入するように許可しない。
【００８７】
　セッションＩＤフィールドは、無線電力送信器により無線電力ネットワークを制御する
ために無線電力受信器に割り当てられるセッションＩＤを示す。セッションＩＤは、例え
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ば４ｂｉｔが割り当てられる。
【００８８】
　第２の無線電力送信器６０２は、無線電力受信器６０３に対して充電電力を送信するか
否かを判定し、その結果、加入応答信号を用いて無線電力受信器６０３に送信する。ここ
で、第２の無線電力送信器６０２が無線電力受信器６０３に対して充電電力を印加すると
判定することが仮定される。
【００８９】
　ステップ６２６において、無線電力受信器６０３は、第２の無線電力送信器６０２にＡ
ｃｋ信号を送信する。ステップ６２７において、第２の無線電力送信器６０２は、無線電
力受信器６０３に充電開始を指示するための命令信号を送信する。
　例えば、命令信号は、＜表８＞に示すようなデータ構造を有する。
【００９０】
【表８】

【００９１】
　＜表８＞において、フレームタイプフィールドは、該当フレームが命令信号フレームで
あることを示す。セッションＩＤフィールドは、無線電力送信器により無線電力ネットワ
ークを制御するために無線電力受信器の各々に割り当てられるセッションＩＤを示す。セ
ッションＩＤフィールドは、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。シーケンス番号フィール
ドは、該当信号の順次的な順序を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。例えば、シ
ーケンス番号は、各信号の送受信ステップに対して１ずつ増加する。
【００９２】
　ネットワークＩＤフィールドは、無線電力送信器のネットワークＩＤを示し、例えば１
ｂｙｔｅが割り当てられる。命令タイプフィールドは、命令のタイプを示し、例えば４ｂ
ｉｔが割り当てられる。さらに、可変フィールドは、命令タイプのフィールドを補完し、
例えば４ｂｉｔが割り当てられる。
　命令タイプフィールド及び可変フィールドは、＜表９＞に示すような多様な命令を示す
ように使用され得る。
【００９３】
【表９】

【００９４】
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　＜表９＞において、充電開始命令は、無線電力受信器が充電を開始するように指示し、
充電終了命令は、無線電力受信器が充電を終了するように指示し、要求レポート命令は、
無線電力受信器がレポート信号を送信するように指示し、リセット命令は、無線電力受信
器がリセットするように指示し、チャンネルスキャン命令は、無線電力受信器がチャンネ
ルをサーチするように指示し、チャンネル変更命令は、無線電力受信器が通信チャンネル
を変更するように指示し、ロードスイッチオン命令は、例えば、直ちに、又は所定時間又
はその以後に無線電力受信器がそのロードスイッチをオン状態に維持するために制御する
ように指示する。
【００９５】
　上記したこれら命令は、単独で又は同時に設定することができる。例えば、命令信号は
、充電を開始するように指示し、同時にロードスイッチをオン状態に維持するように制御
命令も遂行することができる。
【００９６】
　ステップ６２７で、第２の無線電力送信器６０２は、オン状態にするようにロードスイ
ッチを制御するように指示して無線電力受信器６０３の充電を開始する。ステップ６２８
において、第２の無線電力送信器６０２は、駆動電力６１７から充電電力６２９に電力量
を増加させる。ステップ６３０において、第２の無線電力送信器６０２は、所定の期間で
ロード変更があるか否かをモニタリングする。
【００９７】
　ステップ６３１において、無線電力受信器６０３は、第２の無線電力送信器６０２から
受信した命令に基づいて、充電を開始し、ロードスイッチをオン状態に維持するように制
御する。ステップ６３２で、無線電力受信器６０３は、第２の無線電力送信器６０２にレ
ポート信号を送信する。
　例えば、レポート信号は、＜表１０＞に示すようなデータ構造を有する。
【００９８】
【表１０】

【００９９】
　＜表１０＞において、フレームタイプフィールドは、該当フレームがレポート信号フレ
ームのタイプを示す。セッションＩＤフィールドは、無線電力送信器が無線電力ネットワ
ークの制御のために無線電力送信器により無線電力受信器の各々に割り当てられるセッシ
ョンＩＤを示す。セッションＩＤフィールドは、例えば４ｂｉｔが割り当てられる。シー
ケンス番号フィールドは、該当信号の順次的な順序を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当て
られる。例えば、シーケンス番号は、各信号の送受信ステップに対して１ずつ増加する。
【０１００】
　ネットワークＩＤフィールドは、無線電力送信器のネットワークＩＤを示し、例えば１
ｂｙｔｅが割り当てられる。入力電圧フィールドは、無線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバ
ータ(図示せず）の前端に印加される電圧値を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる
。出力電圧フィールドは、無線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバータ(図示せず）の後端に印
加される電圧値を示し、例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。出力電流フィールドは、無
線電力受信器のＤＣ/ＤＣインバータ(図示せず）の後端に導通される定格電流値を示し、
例えば１ｂｙｔｅが割り当てられる。
【０１０１】
　上記したように、無線電力受信器６０３は、実際に第２の無線電力送信器６０２上に配
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置されず、すなわち第１の無線電力送信器６０１上に配置され、その結果、第２の無線電
力送信器６０２は、ステップ６３３で、所定時間(Ｔｌｏａｄｏｎ)内にロード変更を検出
できない。したがって、第２の無線電力送信器６０２は、無線電力受信器６０３を第２の
無線電力送信器６０２により制御される無線電力ネットワークから除外させる。すなわち
、第２の無線電力送信器６０２は、無線電力受信器６０３と通信しないように決定し、ロ
ード変更検出状態に戻る。
【０１０２】
　但し、無線電力受信器６０３の代わり、他の無線電力受信器が第２の無線電力送信器６
０２により制御される場合、第２の無線電力送信器６０２は、ロード変更検出状態に戻る
ことなく、無線電力受信器６０３に充電電力の印加のみを中断し、他の無線電力受信器は
充電し続ける。図６において、第２の無線電力送信器６０２がロード変更検出状態に戻る
と仮定される。
　したがって、第１の無線電力送信器６０１及び第２の無線電力送信器６０２は、各々検
出電力６３４，６３５を印加する。
【０１０３】
　無線電力受信器６０３は、継続して第１の無線電力送信器６０１上に配置される。それ
によって、第１の無線電力送信器６０１及び第２の無線電力送信器６０２は、各々駆動電
力６３６，６３７を印加する。ステップ６３８において、無線電力受信器６０３は、駆動
電力６３６，６３７に基づいて駆動される。無線電力受信器６０３は、ステップ６３９，
６４０で、第１の無線電力送信器６０１及び第２の無線電力送信器６０２に各々サーチ信
号を送信する。
【０１０４】
　ステップ６４１において、第１の無線電力送信器６０１は、サーチ信号に応答して応答
サーチ信号を無線電力受信器６０３に送信する。第２の無線電力送信器６０２は、無線電
力受信器６０３を第２の無線電力送信器６０２により制御される無線電力ネットワークか
ら除外させるため、所定期間(ｔｉｇｎｏｒｅ)で無線電力受信器６０３からのサーチ信号
が無視される。例えば、第２の無線電力送信器６０２は、無線電力受信器６０３のＩＤ又
はシリアルナンバーを格納して無線電力ネットワークから無線電力受信器６０３を除外し
、対応する無線電力受信器６０３から送信されたサーチ信号を無視できる。
　ステップ６４２において、無線電力受信器６０３は、受信された応答サーチ信号に従っ
て第１の無線電力送信器６０１と通信を遂行する。
【０１０５】
　ステップ６４３において、無線電力受信器６０３は、第１の無線電力送信器６０１に加
入要求信号を送信する。ステップ６４４において、第１の無線電力送信器６０１は、無線
電力受信器６０３に加入応答信号を送信する。ステップ６４５において、無線電力受信器
６０３は、Ａｃｋ信号を第１の無線電力送信器６０１に送信する。
【０１０６】
　ステップ６４６において、第１の無線電力送信器６０１は、充電を開始し、命令信号を
用いて特定時点でロードスイッチのオン状態を制御する。ステップ６４７において、第１
の無線電力送信器６０１は、印加される電力を駆動電力６３７から充電電力６５２に増加
させる。
　ステップ６４８において、第１の無線電力送信器６０１は、ロード変更をモニタリング
する。
【０１０７】
　第１の無線電力送信器６０１及び無線電力受信器６０３は、両方とも命令信号又はＡｃ
ｋ信号を所定の時間Ｔｌｏａｄｏｎの計算のための同期化信号として使用することができ
る。例えば、命令信号又はＡｃｋ信号の受信時点が所定の時間Ｔｌｏａｄｏｎの計算開始
時点として使用することができる。
【０１０８】
　ステップ６４９において、無線電力受信器６０３は、充電を開始し、所定の時間(Ｔｌ
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ｏａｄｏｎ)以後にロードスイッチをオン状態に維持するように制御する。
　ステップ６５０において、無線電力受信器６０３は、第１の無線電力送信器６０１にレ
ポート信号を送信する。
【０１０９】
　ステップ６５１において、第１の無線電力送信器６０１は、所定時間(Ｔｌｏａｄｏｎ)
以後、ロードスイッチのオン状態制御によるロード変更を検出する。それによって、第１
の無線電力送信器６０１は、無線電力受信器６０３が第１の無線電力送信器６０１上に配
置されると判定し、充電を持続する。第１の無線電力送信器６０１は、上記の所定時間Ｔ
ｌｏａｄｏｎに対するトレランス(tolerance)を設定できる。第１の無線電力送信器６０
１が所定時間Ｔｌｏａｄｏｎより早い時点又は遅い時点でロード変更を検出しても継続し
て充電することができる。
　図７Ａは、交差接続されたシナリオを示す。
【０１１０】
　図７Ａを参照すると、第１の無線電力受信器７０３は、第１の無線電力送信器７０１上
に配置され、第２の無線電力受信器７０４は第２の無線電力送信器７０２上に配置される
。しかしながら、第１の無線電力送信器７０１は、第２の無線電力受信器７０４と通信し
、第２の無線電力送信器７０２は、第１の無線電力受信器７０３と通信する。
【０１１１】
　図７Ｂは、本発明の一実施形態による充電プロセスを示す信号フロー図である。特に、
図７Ｂは、図７に示したシナリオにより発生する問題を解決するための手順を示す。
【０１１２】
　図７Ｂにおいて、ステップ７１１乃至７４５は、図６に示したステップ６１１乃至６４
５と同一であるので、ここでは、これらステップの反復的な説明を省略する。
【０１１３】
　図７Ｂを参照すると、ステップ７４６において、第１の無線電力送信器７０１は、命令
信号を用いて、充電の開始及び特定時点でロードスイッチのオン状態制御を無線電力受信
器７０３に指示する。ステップ７４７において、第１の無線電力送信器７０１は、所定時
間(Ｔｌｏａｄｏｎ)以後に、ロード変更に対してモニタリングする。
【０１１４】
　ステップ７４８において、無線電力受信器７０３は、所定の時間(ｔｌｏａｄｏｎ)以後
に、ロードスイッチをオン状態にするように制御し、ステップ７４９で、無線電力受信器
７０３は、レポート信号を第１の無線電力送信器７０１に送信する。
ステップ７５０において、第１の無線電力送信器７０１は、ステップ７５１で充電電力を
徐々に増加させた後、充電電力７５２を継続して印加する。
　図８Ａは、交差接続シナリオを示す。
【０１１５】
　図８Ａを参照すると、第１の無線電力受信器８０３及び第３の無線電力受信器８０５は
、第１の無線電力送信器８０１上に配置され、第２の無線電力受信器８０４は第２の無線
電力送信器８０２上に配置される。しかしながら、第１の無線電力送信器８０１は第２の
無線電力受信器８０４と通信し、第２の無線電力送信器８０２は第１の無線電力受信器８
０３及び第３の無線電力受信器８０５と通信する。例えば、第３の無線電力受信器８０５
は、第１の無線電力受信器８０３以後に第１の無線電力送信器８０１上に配置される。
【０１１６】
　図８Ｂは、本発明の実施形態による充電プロセスを示す信号フロー図である。特に、図
８Ｂは、図８Ａに示すシナリオで無線電力送信器と無線電力受信器との間の送信及び受信
を示す。
【０１１７】
　図８Ｂを参照すると、第１の無線電力送信器８０１は、第１の無線電力受信器８０３を
検出するための検出電力８１１，８１４を周期的に又は非周期的に印加する。第２の無線
電力送信器８０２は、第１の無線電力受信器８０３を検出するための検出電力８１２，８
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１５を周期的に又は非周期的に印加する。検出電力は、第１の無線電力送信器８０１又は
第２の無線電力送信器８０２により第１の無線電力受信器８０３を検出するために印加さ
れる電力である。上記したように、第１の無線電力受信器８０３が無線電力送信器のうち
いずれか一つに配置される場合、第１及び第２の無線電力送信器の一部分でのロード又は
インピーダンスが変更され得る。第１の無線電力送信器８０１又は第２の無線電力送信器
８０２は、対応する検出電力を印加しつつ、検出電力に基づいて一地点でのロード変更を
検出する。図８Ｂで、ユーザーは、ステップ８１３で、第１の無線電力受信器８０３を第
１の無線電力送信器８０１上に配置する。
【０１１８】
　第１の無線電力送信器８０１は、検出電力８１４を印加するプロセスでロード変更を検
出する。第１の無線電力送信器８０１は、検出電力８１４の印加を中断し、駆動電力８１
６を印加する。第２の無線電力送信器８０２は、検出電力８１５を印加するプロセスでロ
ード変更を検出する。第２の無線電力送信器８０２は、検出電力８１５の印加を中断し、
駆動電力８１７を印加する。
【０１１９】
　ステップ８１８において、第１の無線電力受信器８０３は、印加された駆動電力８１６
又は８１７に基づいて、＜表１＞に示すようなサーチ信号を送信する。例えば、第１の無
線電力受信器８０３は、マルチキャスト又はブロードキャスト技術に基づいてサーチ信号
を送信できる。それによって、ステップ８１８，８２０で、第１の無線電力送信器８０１
及び第２の無線電力送信器８０２は、両方ともサーチ信号を受信する。
【０１２０】
　ステップ８２１において、第１の無線電力送信器８０１は、受信したサーチ信号に基づ
いて、無線電力送信器サーチ応答信号を第１の無線電力受信器８０３に送信する。ステッ
プ８１９において、第２の無線電力送信器８０２は、受信されたサーチ信号に基づいて、
無線電力送信器サーチ応答信号を第１の無線電力受信器８０３に送信する。
【０１２１】
　ステップ８２２で、第１の無線電力受信器８０３は、受信された応答サーチ信号のＲＳ
ＳＩ又はエネルギーレベルに基づき、第１の無線電力送信器８０１を加入する無線電力送
信器として決定する。第２の無線電力送信器は、検出電力８２３を送信する。
【０１２２】
　ステップ８２４において、第１の無線電力受信器８０３は、第１の無線電力送信器８０
１に要求加入信号を送信する。ステップ８２５において、第１の無線電力送信器８０１は
、第１の無線電力受信器８０３に加入応答信号を送信し、ステップ８２６で、第１の無線
電力受信器８０３は、第１の無線電力送信器８０１にＡｃｋ信号を送信する。
【０１２３】
　ステップ８２７において、第１の無線電力送信器８０１は、第１の無線電力受信器８０
３に通知(notice)信号を送信し、ステップ８２８で、充電を開始し、特定時点で命令信号
を用いてロードスイッチをオン状態にあるように制御する。
【０１２４】
　第１の無線電力送信器８０１は、所定時間(ｔｌｏａｄｏｎ)以後にロード変更に対して
モニタリングし、ステップ８２９で、第１の無線電力受信器８０３のロードスイッチのオ
ン状態８３０によるロード変更が検出される場合、充電電力に印加される電力量を増加す
る。
【０１２５】
　ステップ８３１において、無線電力受信器８０３は、レポート信号を第１の無線電力送
信器８０１に送信する。第１の無線電力送信器８０１は、ステップ８２９で充電電力を徐
々に増加した後に、ステップ８３２で充電電力の印加を維持する。
　第２の無線電力送信器８０２は、検出電力８３４，８３５を周期的に印加できる。
【０１２６】
　ステップ８３６において、第３の無線電力受信器８０５は、検出電力８３４の印加と検



(20) JP 2016-503285 A 2016.2.1

10

20

30

40

50

出電力８３５の印加との間に第１の無線電力送信器８０１上に配置される。ステップ８３
８において、第２の無線電力送信器８０２は駆動電力８３７を印加し、第３の無線電力受
信器８０５はターンオン状態となる。
【０１２７】
　ステップ８３９では、第３の無線電力受信器８０５は、サーチ信号を第２の無線電力送
信器８０２に送信し、ステップ８４０では、第２の無線電力送信器８０２は、応答サーチ
信号を第３の無線電力受信器８０５に送信する。
【０１２８】
　ステップ８４１において、第３の無線電力受信器８０５は、サーチ信号を第１の無線電
力送信器８０１に送信し、ステップ８４２において、第１の無線電力送信器８０１は、応
答サーチ信号を第３の無線電力受信器８０５に送信する。
【０１２９】
　ステップ８４３において、第３の無線電力受信器８０５は、第１の無線電力送信器８０
１及び第２の無線電力送信器８０２から受信した応答サーチ信号のＲＳＳＩ又はエネルギ
ーレベルを比較し、第１の無線電力送信器８０１を加入する無線電力送信器として決定す
る。
【０１３０】
　ステップ８４４において、第３の無線電力受信器８０５は、要求加入信号を第１の無線
電力送信器８０１に送信し、ステップ８４６において、第１の無線電力送信器８０１は、
加入応答信号を第３の無線電力受信器８０５に送信する。
【０１３１】
　ステップ８４７において、第３の無線電力受信器８０５は、第１の無線電力送信器８０
１にＡｃｋ信号を送信し、第２の無線電力送信器８０２は、検出電力８４５，８４８を周
期的に印加する。
【０１３２】
　ステップ８４９において、第１の無線電力送信器８０１は、第１の無線電力受信器８０
３に通知信号を送信して新たな周期を定義する。ステップ８５０において、第１の無線電
力送信器８０１から送信された通知信号は、第３の無線電力受信器８０５により受信され
る。
【０１３３】
　ステップ８５０において、第１の無線電力送信器８０１は、第１の無線電力受信器８０
３に対して充電状態を報告するように指示するレポート信号を送信する。このレポート信
号に応答して、第１の無線電力受信器８０３は、ステップ８５２で、充電状態、インピー
ダンス情報、残りの充電量のような情報を含むレポート信号を送信する。
　ステップ８５３において、第１の無線電力送信器８０１は、充電を開始し、特定時点で
命令信号によりロードスイッチをオン状態に維持するように制御する。
【０１３４】
　ステップ８５４において、第１の無線電力送信器８０１は、ロード変更をモニタリング
し、所定時間８５５以後のロードスイッチオンによるロード変更を検出する。
　ステップ８５６において、第３の無線電力受信器８０５は、レポート信号を送信する。
　ステップ８５７において、ロード変更を検出した第１の無線電力送信器８０１は、段階
的に増加させる充電電力８５８を維持する。
　上述したように、２つ以上の無線電力受信器が配置される場合に、容易に交差接続を防
止することができる。
【０１３５】
　図９は、本発明の一実施形態により、無線電力送信器及び無線電力受信器との間のシグ
ナリングを示す信号フローである。
　図９を参照すると、無線電力送信器９０１は、ステップＳ９１１で、無線電力受信器９
０２にロード変更命令信号を送信する。ロード変更命令信号は、無線電力受信器９０２に
対して、第１の期間(Ｔｓｅｔ１)でロードを変更し、第２の期間(Ｔｓｅｔ２)でロードス
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イッチをオフ状態にするように制御する信号であり得る。あるいは、ロード変更命令信号
は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更を要求する信号でもある。例えば、ロード変更は
、ロードスイッチをオフ状態からオン状態に変更することができる。例えば、第１の期間
でロードを変更することは、ロードスイッチをオフ状態からオン状態に変更して第１の期
間Ｔｓｅｔ１でオン状態を維持することができる。
　あるいは、第１の期間でロードを変更することは、第１の期間Ｔｓｅｔ１の間にロード
を所定のパターンに従って変更してもよい。
【０１３６】
　ステップＳ９１２において、無線電力受信器９０２は、受信されたロード変更命令信号
に基づいて、所定の第１の期間Ｔｓｅｔ１でロードを変更する。例えば、無線電力受信器
９０２は、ロードスイッチをオフ状態からオン状態に変更し、第１の期間Ｔｓｅｔ１の間
にロードスイッチをオン状態に維持できる。あるいは、無線電力受信器９０２は、第１の
期間Ｔｓｅｔ１で所定のパターンに従ってロードを変更することもできる。
　無線電力受信器９０２は、ステップＳ９１３、Ｓ９１４，Ｓ９１７，Ｓ９１８ｄｅ、所
定の周期に従ってダイナミック信号を無線電力送信器９０１に送信する。
【０１３７】
　無線電力受信器９０２は、ステップ９１５で、第１の期間Ｔｓｅｔ１を超過した後にロ
ード変更を中止する。例えば、無線電力受信器９０２は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でオン状
態に維持したロード位置をオフ状態に制御する。あるいは、無線電力受信器９０２は、所
定のパターンによるロード変更を中止することができる。
【０１３８】
　ロード変更命令信号が第２の期間Ｔｓｅｔ２でロードスイッチをオフ状態に制御する命
令を含む場合、無線電力受信器９０２は、Ｓ９１６で、第２の期間Ｔｓｅｔ２でロードス
イッチをオフ状態に維持した後にオン状態に変更する。しかしながら、ロード変更命令信
号が第１の期間Ｔｓｅｔ１でロードを変更する命令のみを含む場合、上記した第２の期間
Ｔｓｅｔ２でロードスイッチをオフ状態に制御するステップは、省略できる。
【０１３９】
　無線電力送信器９０１は、無線電力受信器９０２のロード変更を検出できる。無線電力
送信器９０１は、送信したロード変更命令信号の情報と検出したロード変更を比較し、そ
の比較結果に基づいて無線電力受信器が交差接続されるか否かを判定することができる。
例えば、無線電力送信器９０１は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更を検出し、第２の
期間Ｔｓｅｔ２でロードスイッチとなることを検出する。すなわち、無線電力送信器９０
１により検出されたロード変更がロード変更命令信号の情報に対応すると判定される場合
、無線電力送信器９０１は、無線電力受信器９０２が交差接続されない充電用の無線電力
受信器であると判定する。しかしながら、無線電力送信器９０１により検出されたロード
変更がロード変更命令信号の情報に対応しない場合には、無線電力送信器９０１は、無線
電力受信器９０２が交差接続された無線電力受信器であると判定する。
【０１４０】
　ロード変更命令信号が第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更のみを指示する場合、無線電
力送信器９０１は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更を検出すると、無線電力受信器が
交差接続されない充電用の無線電力受信器であると判定できる。一方、無線電力送信器９
０１により検出されたロード変更がロード変更命令信号の情報に対応しない場合には、無
線電力送信器９０１は、無線電力受信器９０２が交差接続された無線電力受信器であると
判定できる。
【０１４１】
　一方、本発明の他の実施形態において、無線電力受信器９０２は、無線電力送信器９０
１に第１の期間Ｔｓｅｔ１及び/又は第２の期間Ｔｓｅｔ２を含む制御信号(例えば、ロー
ド変更信号)を送信する。この制御信号は、無線電力受信器９０２が第１の期間Ｔｓｅｔ
１でロードを変更し、第２の期間Ｔｓｅｔ２でロードスイッチをオフ状態に変更すること
を表す信号であり得る。あるいは、制御信号は、無線電力受信器９０２が第１の期間Ｔｓ
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ｅｔ１でロードを変更することを表す信号である。例えば、ロード変更は、ロードスイッ
チをオフ状態からオン状態に変更することができる。例えば、第１の期間でロードを変更
することは、ロードスイッチをオフ状態からオン状態に変更し、第１の期間Ｔｓｅｔ１で
ロードスイッチをオン状態に維持する。あるいは、第１の期間でロードを変更することは
、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロードを所定のパターンに従って変更することがある。
【０１４２】
　無線電力受信器９０２は、制御信号に基づいて、所定の第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード
を変更できる。例えば、無線電力受信器９０２は、ロードスイッチをオフ状態からオン状
態に変更し、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロードスイッチをオン状態に維持することができる
。あるいは、無線電力受信器９０２は、第１の期間Ｔｓｅｔ１で所定のパターンに従って
ロードを変更してもよい。
【０１４３】
　無線電力受信器９０２は、第１の期間Ｔｓｅｔ１を経過した後にロード変更を中止する
。例えば、無線電力受信器９０２は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でオン状態にあるロードスイ
ッチをオフ状態になるように制御する。あるいは、無線電力受信器９０２は、所定のパタ
ーンによりロード変更を中止することができる。
【０１４４】
　一方、ロード変更信号が第２の期間Ｔｓｅｔ２でロードスイッチをオフ状態に維持する
ように制御する情報を含む場合、無線電力受信器９０２は、第２の期間Ｔｓｅｔ２でロー
ドスイッチをオフ状態に維持した後に、オン状態に変更できる。しかしながら、ロード変
更信号が第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更の命令のみを含む場合、第２の期間Ｔｓｅｔ
２でロードスイッチをオフ状態になるように制御する上記ステップは省略され得る。
　無線電力送信器９０１は、制御信号を無線電力受信器９０２から受信し、無線電力受信
器９０２のロード変更を検出する。
【０１４５】
　無線電力送信器９０１は、受信した制御信号(例えば、ロード変更信号)の情報を検出し
たロード変更と比較し、その比較結果に基づいて無線電力受信器が交差接続されるか否か
を判定する。例えば、無線電力送信器９０１は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更を検
出し、第２の期間Ｔｓｅｔ２でオフ状態のロードスイッチを検出することができる。すな
わち、無線電力送信器９０１により検出されたロード変更が制御信号の情報と一致すると
判定される場合、無線電力送信器９０１は、無線電力受信器９０２が交差接続されない充
電用の無線電力受信器であると判定できる。一方、無線電力送信器９０１により検出され
たロード変更がロード変更信号と一致しないと判定される場合には、無線電力送信器９０
１は、無線電力受信器９０２が交差接続された無線電力受信器であると判定する。
【０１４６】
　一方、ロード変更信号が第１の期間Ｔｓｅｔ１でのロード変更のみを示す場合、無線電
力送信器９０１は、第１の期間Ｔｓｅｔ１でロード変更を検出すると、無線電力受信器が
交差接続されない充電用の無線電力受信器であると決定する。一方、無線電力送信器９０
１により検出されたロード変更がロード変更信号の情報と一致しないと判定される場合、
無線電力送信器９０１は、無線電力受信器９０２が交差接続された無線電力受信器である
と判定することができる。
【０１４７】
　さらに、本発明の実施形態において、本発明の実施形態による無線電力送信器９０１又
は無線電力受信器９０２により伝送されるロード変更、第１の期間、第２の期間に関する
情報は、無線電力受信器９０２に関する登録手順又は充電手順で送信される各種信号のう
ち任意の信号の静的パラメータ又はダイナミックパラメータとして含まれる。
【０１４８】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、特許請求
の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められる本発明の範囲及び精神を逸脱す
ることなく、形式や細部の様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の
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【符号の説明】
【０１４９】
１－１　電力
１－２　電力
２－１　所定のフレームを含むパケット
２－２　所定のフレームを含むパケット
１００　無線電力送信器
１１０－１　無線電力受信器
１１０－２　無線電力受信器
２００　無線電力送信器
２１１　電力送信部
２１２　制御部
２１３　通信部
２５０　無線電力受信器
２５１　電力受信部
２５２　制御部
２５３　通信部
２５４　整流部
２５５　ＤＣコンバータ
２５６　スイッチング部
２５７　充電部
２５８　前端
２５９　後端
６０１　第１の無線電力送信器
６０２　第２の無線電力送信器
６０３　無線電力受信器
７０１　第１の無線電力送信器
７０２　第２の無線電力送信器
７０３　無線電力受信器
７０４　無線電力受信器
８０１　第１の無線電力送信器
８０２　第２の無線電力送信器
８０３　第１の無線電力受信器
８０４　第２の無線電力受信器
８０５　第３の無線電力受信器
９０１　無線電力送信器
９０２　無線電力受信器
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